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１市２町共同消防指令センター消防指令システム更新事業の進捗状況について 

 

1 １市２町共同消防指令センター消防指令システム更新事業の概要 

消防救急デジタル無線設備（活動波）は平成28年度、消防指令設備及び電話放送設備は

平成29年度に導入され、稼働から10年を経過し機器の劣化や老朽化が進行している状況で

す。消防救急デジタル無線設備（活動波）及び消防指令設備は、24時間365日体制で119番

などの緊急通報を受け付ける重要な社会インフラです。地域住民の安心・安全を確保する

ため、平塚市、大磯町及び二宮町で消防救急デジタル無線設備（活動波）及び消防指令設

備、電話放送設備の更新を令和８年度から令和９年度にかけて実施するものです。 

 

２ スケジュール 

年  度 月     概   要 備    考 

令和８年度 ９     契 約  

－     構 築 消防指令システム・消防救急デジタル無線 
令和９年度 

令和10年度 ４     運用開始 令和10年４月１日 

 

３ 契約の方式 

  公募型プロポーザルの審査結果に伴う随意契約 

 

４ １市２町共同消防指令センター共同整備概算事業費 

※ 神奈川県市町村地域防災力強化事業費補助金 広域連携  1/3 

※ 緊急防災・減災事業債 充当率100％・交付税率70％ 

 

５ 更新時高度化するシステム等 

種 類 概  要 

通話音声テキスト化 119番通報者の通報内容を音声認識AIを用いリアルタイムに文

字起こしをする通話音声システム。 

通報者位置情報精度向上 通報者の携帯位置情報の精度が向上するシステム。 

指令台連携クラウド型 車両の動態をタブレットを用い管理するシステム。 

各種無線機・IP無線 無線の不感地帯への通信の向上を図る。 

電子ホワイトボード 災害現場の情報の共有（見える化）をするシステム。 

支援情報システム 災害事案、防火対象物、危険物施設、消防水利、届出（煙火打

上や道路工事等）の情報管理をするシステム。 

消防内線のスマート化 クラウド型電話交換機を導入し汎用性の向上を図る。 

 

整備費総額  平塚市負担額  大磯町負担額  二宮町負担額 

1,864,797,000円  1,118,231,186円   395,955,020円   350,610,794円 
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